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はじめに
SSIDI Learnは、ICTの概念を固定ルールでチャートに描画する学習ツールです。売買シグナル、スコア、エントリー判断は提供しません。
1.	アクセス権が付与されたら、TradingViewでインジケーター → 招待専用スクリプト（Invite-only scripts）を開き、「SSIDI Learn - ICT Concepts Learning Framework」をチャートに追加します。
2.	下位足（1時間足、30分足、15分足、5分足など）でご使用ください。時間レイヤー（キルゾーン、始値、ギャップ）は4時間足と日足では表示されません。
3.	まずはデフォルト設定（Lesson 4 · Time）でご覧ください。設定はすべて、チャート左上のインジケーター名の横にある歯車アイコン → パラメーター（Inputs）で変更します。
4.	このインジケーターの時刻はすべてニューヨーク時間です。夏時間は自動で反映されます。
レッスンプリセット
パラメーター → Lesson Presetを切り替えると、チャートの表示内容が変わります。レッスンは積み上げ式で、上のレッスンには下のレッスンの内容がすべて含まれます。
	レッスン
	追加される内容

	1 · Structure
	ITH/ITLマーカー、中期のBOS/MSS

	2 · Liquidity
	BSL/SSL、スイープとラン、EQH/EQL、PDH/PDL

	3 · PD Arrays
	OB、FVG、プレミアム/ディスカウント、OTE

	4 · Time
	キルゾーン、アジアレンジ、Midnight/Weekly Open、NWOG

	5 · Full Model
	LTH/LTL、BB/MB、IFVG、BPR、IPDA、SMT、CISD

	Custom Layers
	各レイヤーを自分でオン/オフ



•	Custom Layersを選ぶと、「00B — CUSTOM LAYERS」グループの5つのチェックボックスが有効になります。他のプリセットではこの設定は使われません。
•	レイヤー内の個別の要素（短期OB、シルバーバレットなど）は、それぞれのグループでオン/オフできます。ディスプレイスメントの表示（DISPラベル、ローソク足の色）は、レッスン5で「07 — ADVANCED CONFIRMATION」グループからオンにします。
ストラクチャーと流動性
スイングは固定のピボット期間ではなく、3段階の階層で定義されます。ストラクチャーのイベントはすべて終値で判定します。
	項目
	このインジケーターでの定義

	STH / STL
	左右N本（デフォルト2本）の足に抜かれていない高値/安値

	ITH / ITL
	両隣のSTHより高いSTH（安値はその逆）

	LTH / LTL
	両隣のITHより高いITH（安値はその逆）

	BOS
	直前のブレイクと同じ方向に、直近のスイングを終値で抜けること

	MSS
	直前のブレイクと逆の方向に、直近のスイングを終値で抜けること

	BSL / SSL
	ITHの上 / ITLの下にある流動性（短期レベルは任意で表示）

	Sweep
	価格がレベルを超えたものの、終値はレベルの内側に戻ること

	Run
	終値がレベルの外側で確定すること

	EQH / EQL
	直近のスイングと許容範囲内で同じ水準にあり、その間にそれより高い（低い）スイングがないもの



チャートの見方
•	色：強気のイベントは青、弱気のイベントはオレンジです。
•	線の太さ・種類：中期のブレイクは太い実線、短期は点線、長期は最も太い線で「LT」と表示されます。
•	BSL/SSL：スイープされると黄色の破線に変わり、「BSL Sweep / SSL Sweep」ラベルが付きます。ランの場合は灰色の破線に変わり、ラベルは付きません。
•	確定の遅れ：ITH/ITLは次のSTH/STLができて初めて確定し、LTH/LTLは次のITH/ITLができて確定します。マーカーが数本遅れて表示されるのは正常な動作です。
PDアレイ
OBとFVGはライフサイクルに沿って表示が変わります。状態の変化はすべて終値で判定します。
オーダーブロック → ブレーカー / ミティゲーション
1.	有効：「+OB」（強気）/「-OB」（弱気）のボックスです。中央の点線はMean Threshold（実体の50%）です。
2.	テスト済み：終値がMean Thresholdを超えると、ボックスが薄いグレーに変わります。
3.	転換：終値が反対側の端を抜けるとOBは消え、破線枠のボックスが表示されます。OBを作ったレッグが流動性をスイープしていればBB（ブレーカー）、していなければMB（ミティゲーションブロック）です。
FVG → IFVG
1.	有効：「FVG」のボックスです。中央の点線はCE（ギャップの50%）です。
2.	テスト済み：終値がCEを超えると、薄いグレーに変わります。
3.	転換：終値が反対側の端を抜けるとIFVG（役割が反転したFVG）になります。
その他のアレイと価格の位置
	項目
	定義

	BPR
	近くで形成された強気FVGと弱気FVGが重なる範囲（デフォルトは20本以内）

	VI
	連続する2本の足の実体は離れているが、ヒゲは重なっている状態（デフォルトはオフ）

	ディーリングレンジ
	直近の中期ブレイクを生んだインパルスレッグ。50%（EQ）より上がPREMIUM、下がDISCOUNT

	Protected / Range
	強気レンジでは安値がProtected Low、弱気レンジでは高値がProtected High

	OTE
	ディーリングレンジの62〜79%の押し目・戻りエリア（リトレースメントゾーン、緑のボックス）。70.5%は破線で表示



デフォルトでは、OBは中期のブレイクでのみ描画されます。短期のOBは「Short-Term Order Blocks」で表示できます。
時間（ニューヨーク時間）
時間レイヤーは下位足（1時間足以下）でのみ表示され、キルゾーンはデフォルトで直近2日分が表示されます。
	項目
	デフォルトの時間 / 定義

	ASIA キルゾーン
	20:00〜00:00（紫のボックス）

	LONDON キルゾーン
	02:00〜05:00（青緑のボックス）

	NEW YORK キルゾーン
	07:00〜10:00（オレンジのボックス）

	LONDON CLOSE
	10:00〜12:00（デフォルトはオフ）

	アジアレンジのライン
	アジアセッションの高値と安値。抜かれると黄色の破線に変わります

	Midnight Open
	00:00の始値

	08:30 Open
	08:30の始値（30分足以下、デフォルトはオフ）

	Weekly Open
	日曜18:00の始値

	NWOG
	金曜17:00の終値と日曜18:00の始値の間

	NDOG
	17:00の終値と18:00の始値の間（デフォルトはオフ）

	Silver Bullet
	03〜04時、10〜11時、14〜15時の背景色（レッスン5、デフォルトはオフ）

	IPDA
	過去20 / 40 / 60日の高値と安値（レッスン5）



•	キルゾーンの時間は「06 — TIME (NEW YORK)」グループで変更できます。
•	暗号資産（仮想通貨）のような24時間市場では実際の窓（ギャップ）が開かないため、NWOG/NDOGは近似値です。
SMTとCISD
どちらもレッスン5で表示され、確定した足でのみ記録されます。
SMTダイバージェンス
•	定義：ある市場が高値（安値）を更新したのに、相関する市場がそれに追随しない状態です。
•	比較銘柄は自動で選ばれます。BTCのチャートは同じ取引所のETHと、その他のコインはBTCと比較します。
•	暗号資産以外の市場（ES対NQなど）では、SMT Comparison → Manualを選び、比較銘柄をご自身で設定してください。
•	表示：ピンクの破線に「Bearish SMT」、水色の破線に「Bullish SMT」が付きます。ラベルはピボットの位置に付きますが、ピボットの確定に必要な5本の足が出た後に表示されます。
CISD
•	定義（Change in State of Delivery：デリバリー状態の変化）：流動性スイープの後、スイープした水準まで価格を運んだ一連の陰線（陽線）のうち最初の足の始値を、終値で抜けることです。
•	デフォルトでは、中期のBSL/SSLがスイープされた後にのみ候補が作られます。スイープから20本以内に条件を満たさなければ無効になります。
•	タイミング：「Bullish CISD / Bearish CISD」ラベルは、条件を満たした足が確定した時点でその足に表示されます。例えば1時間足で13:00の足が条件を満たした場合、14:00の足が始まった時点で13:00の足にラベルが付きます。
•	破線は、基準となる足の始値から条件を満たした足まで引かれます。
コンテキストパネル
パネルは、いまチャートに表示されている内容をまとめるだけです。方向の予測やエントリーの提案は行いません。
	行
	表示内容

	NY TIME
	現在のローソク足のNY時間と、現在アクティブなキルゾーン

	HTF
	上位足（デフォルトは4時間足）での直近のスイングブレイクの方向

	LONG-TERM / INTERMEDIATE / SHORT-TERM
	各階層の直近のストラクチャーイベントと、それが何本前か

	DEALING RANGE
	レンジ内での現在価格の位置（%）と、OTEの中にあるかどうか

	LAST SWEEP
	直近の中期BSL/SSLスイープ

	LAST CISD / LAST SMT
	直近のCISDとSMT（比較銘柄つき）



•	セルの色：青は強気、オレンジは弱気の状態を示します。LONG-TERM、LAST CISD、LAST SMTの行はレッスン5でのみ表示されます。
•	パネルがチャートと重なる場合は、Panel PositionとPanel Text Sizeを変更してください。
アラート
アラートはすべて終値で判定します。イベントが起きたことを知らせるもので、エントリーのアラートではありません。
1.	チャート上部のアラートを開き、条件でこのインジケーター（チャート上の表示名は「SSIDI LRN」）を選びます。
2.	下の表からアラートを選択します（各行に強気/弱気、またはBSL/SSLが対になっており、計8種類のアラートに対応しています）。
3.	頻度はバーの終値で1回（Once Per Bar Close）をおすすめします。
	アラート
	意味

	BSL Sweep / SSL Sweep (Intermediate)
	中期の流動性スイープ

	Bullish / Bearish MSS (Intermediate)
	中期のマーケットストラクチャーシフト

	Bullish / Bearish CISD
	デリバリー状態の変化（CISD）

	Bullish / Bearish SMT
	SMTダイバージェンスの確定



よく使う設定とリペイント
	設定
	デフォルト
	変更した場合

	Short-Term Swing Strength
	2
	値を大きくするとスイングが減り、大きな動きだけを捉えます

	Object History
	Full
	Latest Onlyにすると最新のオブジェクトだけが残り、チャートがすっきりします

	Displayed Events
	BOS + MSS
	BOS OnlyまたはMSS Onlyで、1種類だけを表示します

	Sweep Requires Close Back Inside
	On
	Offにすると、ヒゲがレベルを超えただけでスイープとみなします

	Killzone History (days)
	2
	キルゾーンと始値のラインを何日分表示するか

	Gap Source Timeframe
	Chart TF
	上位足のFVGを現在のチャートに表示します

	HTF For Context Panel
	4H
	パネルのHTF行の基準です。チャートの時間足より長い時間足を選んでください

	Color Scheme
	Blue / Orange
	Monoにすると単色のグレーになります



リペイントについて
•	ストラクチャーブレイク、スイープ、CISD、SMTは足の確定時に決まり、その後は変わりません。
•	スイングマーカーは仕様上、遅れて表示されます。過去の高値・安値の位置に付きますが、確定に必要な足が出た後に表示されます。
•	形成中の足では、キルゾーンのボックス、ディーリングレンジ、ラインの長さが更新され続けます。
制限事項と免責事項
•	このインジケーターは売買シグナルではありません。開発者がスイープ、ディスプレイスメント、ストラクチャーブレイクのルールをBTCとETHで機械的に検証したところ、一貫した優位性（エッジ）は見つかりませんでした。
•	ICTの概念は人によって解釈が異なります。このインジケーターは、常にこのガイドに記載した定義を使います。
•	キルゾーンはFXと株価指数先物のセッションに基づくため、暗号資産市場では効果が薄い（機能しにくい）場合があります。
•	SMTの自動ペアリングは暗号資産でのみ機能します。
•	BB、MB、IFVG、BPRは、該当するイベントが最近起きた場合にのみ表示されます。見当たらない場合は、チャートをズームアウトしてください。
このインジケーターとガイドは教育のみを目的としています。投資助言ではなく、すべての取引はご自身の判断と責任で行ってください。Inner Circle Trader（Michael J. Huddleston）とは一切関係ありません。© 2026 Slow & Steady.
アクセス申請とアップデート情報：slowsteadytrading.com
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